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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aqimbaud n’est　pas Ia　mienne， ni　sans doute la　v6tre。　Celle　des　enlumineurs　du　Moyen　Age　ne　s’accorde　pas
avec　ceUe　des　symbolistes　chinois．［＿】・（SS，　p．1608）。ユルスナールの色彩論を従来の色彩論の見地から考
えることには慎重であるべきであろう。『夢と運命』の中で，ユルスナールは色彩の象徴がそれ自体は普
遍的な事象であるとしながらも，・・L’homme　est　quelque　part　au　centre　du　prisme．》〉（SS，　p1609）とも述べ
ていることから，その内容は個別的であるとしている。
23）　・L’Olympe　de　Marguerite　Yourcenar＞＞，　par　Frangois　NOURISSIER，　in　LθPo∫疵，8d6cembre　l975，
Josyane　sAvlGNEAu，　M〃9〃θ万’θYo〃7σθπ〃：L’勉〃θ漉∫oη4’〃ηθレ∫θ，　Gallimard，1990，　P．209に引用
24）　1920年代は，東洋のロマンチシズムの盛んな年代であったことは，この時代の精神的時代背景をなす
ものかもしれない。ロマン・ロランは1924年に評伝『マハトマ・ガンジー』を，1930年には『ヴィヴェ
カナンダの生涯』を発表し，アンドレ・マルローは1926年に『西欧の誘惑』を，また，1928年には広東
革命を舞台にした小説『征服者』を発表している。この東洋的ロマンチシズムと平行して，ヴァレリー，
シュペングラーのような西洋文明批判が存在したことは留意すべき点である。
25）　NO，　P．149
26）　エドモン・ジャルーは『東方奇諺』についてこのように述べる。・Son　proc6d6　est　la　transfiguraton；
son　but，1a　po6sie．・・この「変容」という概念の根底には，錬金術的世界観，「メタモルフォーズ」の考え方
があったと推測できる。ユルスナールにおける「メタモルフォーズ」の概念，ならびに，自然観に関し
て，詳しくは，筆者修士論文：U瑠4旗4θ5躍Co〃2〃2θ雇Wζ碑g－Fδ海’54〃〃64θYo〃γ6θ槻ア’Rθ6加7訪64θ
1’0漉漉’〃24g勿〃θθ診”θ1勉4θ560μ’θ〃γ544κ51θ560π’θ54θYo躍σθη〃の3章参照のこと。
27）　これらの要素に関しては，バシュラールやノヴァーリス（『青い花』）とのさらなる関連づけが必要と
なるものと推測される。とりわけ，『夢と運命』において，ユルスナールは，ノヴァーリスの言葉を多く
していることは注目に値する。
28）　一般的な作家の傾向として，ユルスナールは非常に理性的で，一連の歴史小説に見られるように客観
的厳密性と合理性を持つ反面で，直感のような人間存在の根底にある非言語的なもの，あるいは，精神
的営為とは対立する視覚，感覚といった身体に由来するものを重んじる傾向があったことは重要である。
「老絵師の行方」における感覚，身体性が指摘されることがあるが，この傾向は，『黒の過程』のような
作品において，さらに強まっていると言える。「東洋」というテーマとともに，「身体性」はユルスナー
ルを特色付けるもう一つの重要な要素であろう。
29）　　SS，　p．1607－1608
30）　SS，　P．1668
31）　量的制約から，プロットと描写の簡略化を強いられる「短編」という形式が，象徴的な夢の表現形式
に合致することをユルスナールは意識していたようだ。ユルスナールは，ノヴァーリスの次の文を引用
している。《Un　conte　est　incoh6rent　comme　un　rδve；c’est　un　ensemble　de　choses　et　d’6v6nements
merveilleux，　une　imagination　musicale［．．．L　la　nature　meme．［．．．】Le　conte　est　Panarchie　de　la　nature，　un
monde　abstrait，　onirique．　Tirer　de　cette　abstraction　des　cons6quences　quant　a　notre　6tat　d’apr色s　la　mort．》・
（SS，　P．1605）
32）　ユルスナールの当時の東洋観によれば，東洋は，繊細なもの，変化するもの，捕らえがたいもの，形
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のないものとして，とらえられる傾向にあった。このことに関しては，おなじく著者修士論文3章参照
のこと：Uπθ6薦4θ5μ7Co吻吻θ班wroπg－Fδ角’52μ〃64θYoκγ6θ槻鴛Rθ6加76加4θ1’0アゴθ漉加4g勿4’γθθ’
1’θ1ア診∫4θ560μ1θπγ54ση51θ560漉θ54θYo〃κθη4ア
33）　ユルスナールによる三島由紀夫論『三島あるいは空虚のヴィジョンについて』と『東方奇諺』の関係
について，ユルスナール自身，次のような非常に興味深いことを述べている。くくAu　d6but，1’ai　fait
quelques　petites　6tudes　du　c6t6　de　PExtreme－Orient，　et　l’ai　continu6　ensuite，　toute　ma　vie．　Le　livre　qui　va
bient6t　paraitre，　un　tout　petit　livre，　M∫5わ珈40κ14レ∫∫ゴoη伽レ∫4θ，　est　un　des　r6sultats　de　cet　enchainement．
Mais　dans　Ies　No卿θ〃θ50γ∫θ脚1θ5，　qui　datent　de　1939，　il　y　a　d6ja　deux，　trois　contes　orientaux　qui　viennent
en　somme　de　la　meme　veine．〉》（Marguerite　YOURCENAR，　Poπ74πゴ’襯θレo∫κ，　Gallimard，2002，　p．302）
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